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令和元年７月定例教育委員会会議録 

 

１ 開催日時、会場 

   令和元年７月26日（金） 13時30分～15時20分 

川西庁舎 ４階 第1研修室 

    

２ 出席 

蔵品泰治教育長、吉楽隆一委員、佐藤美佐子委員、浅田公子委員 

 

３ 説明のため出席した者 

   子育て教育部長（樋口幸宏）、文化スポーツ部長（富井敏）、教育総務課長（長谷川芳

子）、学校教育課長（山本平生）、指導管理主事（佐藤研一郎）、生涯学習課長（鈴木規

宰）、文化財課長（佐野誠市）、スポーツ振興課長（庭野日出貴） 

 

４ 会議の内容 

（１）会議録署名委員の指名 

     署名委員：佐藤委員、浅田委員 
    

（２）報告事項 

  ① 共催・後援等報告 

   ・資料のとおり 
 

    （特に質疑等なく了承した） 

 

（３）議決事項 

① 議案第４号 令和２年度小中学校教科用図書採択について 

   蔵品教育長 

   ・（十日町市教育委員会会議規則第２４条ただし書きに基づき）本議案についての審

議を秘密会とし、最後に審議する旨発議。 

 

    （全員了承） 

 

  ② 議案第１号 十日町市立貝野小学校の閉校について 

   蔵品教育長 

   ・議案第１号を上程し、事務局の説明を求めた。 

 

長谷川教育総務課長 

・資料に基づき説明 
 

   吉楽委員 

   ・統合で中里地域にはひとつの小学校となるため、学校名について地域から声が上が

るかも知れないが、中里小学校から中里中学校という流れができるのではないか。 

 

蔵品教育長 

・学区適正化の方針では、学校名の検討も必要とある。只今の貝野小学校の統合につ

いては田沢小学校となっている。 
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佐藤委員 

・小学校がひとつになるということは寂しいと思う。 

 

浅田委員 

・歴史ある学校が閉校するのは残念に思う。 
 

    （以上の質疑のあと決定した）     

 

③ 議案第２号 十日町市立学校設置条例の一部を改正する条例案の承認について 

   蔵品教育長 

   ・議案第２号を上程し、事務局の説明を求めた。 
 

長谷川教育総務課長 

・資料に基づき説明 

 

    （特に質疑はなく決定した）     

  

④ 議案第３号 令和元年度（平成30年度実績）十日町市教育委員会事務の管理・執行

状況点検・評価報告書の承認について 

   蔵品教育長 

   ・議案第３号を上程し、事務局の説明を求めた。 
 

長谷川教育総務課長 

・資料に基づき説明 

 

吉楽委員 

・この報告書にある評価には、「望む」という記載があるので、次年度の施策に反映

していくと解釈して良いか。 

 

蔵品教育長 

・この評価・意見については、配慮しなければならない。昨年度は、学校へのエアコ

ン設置の推進についてご意見をいただいた中で、事業が進められた経緯がある。予

算編成の中でしっかり考えていく。 

 

山本学校教育課長 

・平成30年度の評価に対して、平成31年度の予算編成は終わっているので、予算の範

囲内で評価・意見について検討する。令和２年度の予算編成にあたっては、この評

価・意見について配慮しながら検討したい。 

 

富井文化スポーツ部長 

・この件について、平成30年度の評価をしているが、平成31年度はすでに４ヶ月が過

ぎており、議会に報告するのは９月になる。非常に効率の悪いシステムとなってい

る。１年遅れであるが、課題に戻って見直しを行い、評価に対して令和２年度の予

算編成にあたる体制がとれると思う。 

 

吉楽委員 

・不登校が、中学校で減少したとあるが、年度が替わると増加傾向に転じるのか。対



 - 3 - 

策をしっかりと取組んでいれば、ある程度の不登校は発生しても、心配なく減少し

ていくということなのか。評価の受け止め方の背景がどういうものなのか。また、

博物館事業は、市の姿勢として日本国内や世界に発信するものなので、評価すると

同時に、積極的な対応をこの中から読み取れれば良いと思う。 

 

佐藤委員 

・保育園の運動会にネージュの指導で、補助具を使って２歳３歳児でも鉄棒で逆上が

りが簡単にできる方法を体験していた。小学校でも運動の基礎について指導を受け

る機会があれば良いと思う。また、キョロロの里山学会では、子ども里山学会には

大勢参加があるが、専門的な里山学会には限られた人しか参加していないのはもっ

たいないと思う。博物館とキョロロまたは情報館と事業が重複するような場合に、

どちらに参加しようか迷うことがある。 

 

庭野スポーツ振興課長 

・運動指導について、子どもたちにとっては達成感を得て、良い経験になると思う。 

 

蔵品教育長 

・学校でも補助具を使っての逆上がりの指導に、ネージュの力を借りて行うことを考

えられるものか。 

 

山本学校教育課長 

・逆上がりに補助具をつけて行うことは、小学校でも指導法として承知しており、教

材としても学校にあると思う。補助具を外してもできるようにするのが学校での課

題である。 

 

佐藤委員 

・小学校で教えるのと保育園で体験して達成感を持つのとは違うだろうと思う。 

 

山本学校教育課長 

・頭を下に鉄棒にぶら下がる感覚を小さい頃に体験するのは良いことで、怖がる小学

生もいる。 

 

鈴木生涯学習課長 

・子ども里山学会は16回、里山学会は26回、市民里山学会は11回実施している。今年

度は、妻有里山学会ということで里山学会と市民里山学会をひとつにまとめた。キ

ョロロは松之山地域を拠点にして、差別化しながら対応して行きたい。 

 

佐野文化財課長 

・里山学会の開催には、キョロロの学芸員が企画するが、キョロロは自然が主で時々

地域の暮らしや縄文関係が入ってくる。大きな枠組みの中からキョロロの学芸員が

選択している。キョロロにも市の学芸員が配置されたので、博物館と情報交換でき

れば良いと思う。 

 

浅田委員 

・コミュニティ・スクールについて、委員が７月に西小のプール監視をしていたが、

手が足りないようで手伝いを頼まれた。学校は忙しくて手が足りないのであれば、

地域の人に声をかければ喜んで手伝うと思う。地域文化財について、今月松苧神社
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に初めて行った。素晴らしい文化財があることを海外へ向けてだけではなく、市民

にも発信してほしい。 

 

佐藤指導管理主事 

・コミュニティ・スクールからの依頼については、学校のニーズを地域ボランティア

へ投げ掛ける方法について、まだこれから検討が必要と感じている。学校は、地域

の方々からの学校に対する熱い思いや助けてくださることは承知している。学校運

営協議会の核となる地域コーディネーターが中心となって、学校ニーズを吸い上げ

つつ地域の実態から学校を応援していただくというシステムができると良いと思

う。先進的な学校もあり、伝統的にしっかりとした組織ができているところは、ス

ムーズに連携されている。 

 

蔵品教育長 

・毎年研修会をする中で情報交換しながら、先進的な学校を見習い取組んでいくこと

になる。 

 

佐野文化財課長 

・先般、教育委員の方々には松苧神社まで登っていただいた。地域の宝と地域の結び

つきがだんだん薄くなってきている。文化財を無くすことは簡単だが次の世代に残

すためには、保護するだけではなく、そこに在る謂れがわかることや子どもたちの

中で地域の誇りになることが必要なのかと思う。当課の業務の大事な主軸のひとつ

だと思う。松苧神社の改修については、11月末には完成する予定である。 

 

蔵品教育長 

・完成したら見学会ができれば良いと思う。 

 

吉楽委員 

・市全体のスポーツ施設の中で、利用が少ない施設と借地がある施設を見直すという

ことが、課題や評価委員会の意見にあるので、具体性が出てくると思っている。今

後、合理的ではないなどが議論されていくのかどうか。 

 

富井文化スポーツ部長 

・財政課と協議を始めており、借地の解消あるいは使用料の見直しなど順次進めてい

る。学校とスポーツ施設には大きな金額の借地があり、市の中でも大きな割合を占

めている。利用している施設は潜在的に課題となっていると認識しており、利用し

ていない施設はできるだけ早く廃止して、借地を解消するということを課題として

検討を進めている。 

 

吉楽委員 

・プラスマイナスの考え方では、片方ではスポーツ合宿を誘致して利用を図るという

方法と、利用頻度が低い施設や、多額の改修費用が掛かるほど老朽化したことによ

る見直しがあると思う。市内のスポーツ団体や子どもたちの団体が、体育施設を利

用する場合の利用料の違いなどの不平等感が解消されるよう見直しが図られると良

いと思う。 

 

富井文化スポーツ部長 

・文化スポーツ部が所管する施設の使用料と関連する減免については、対応を検討し
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ている。 
 

    （以上の質疑のあと決定した）     

 

⑤ 議案第５号 十日町市信濃川ラフティング事業補助金交付要綱の制定について 

   蔵品教育長 

   ・議案第５号を上程し、事務局の説明を求めた。 
 

鈴木生涯学習課長 

・資料に基づき説明 

 

富井文化スポーツ部長 

・補足説明 

 

佐藤委員 

・学校全体での申し込みは可能か。 

 

富井文化スポーツ部長 

・学校単位での申込みがあれば、補助対象にはなる。 

 

蔵品教育長 

・ＰＴＡが主催する形でも良いのか。 

 

富井文化スポーツ部長 

・全然問題ない。できるだけこのような機会に触れられるようにしたいということで

ある。 

 

    （以上の質疑のあと決定した）     

 

 （３）その他 

  ① 「第２次十日町市立小・中学校の学区適正化に関する方針」の説明会開催状況 

         

  ② 最近の動きについて 

・各部長、各課長等が資料に基づき説明 

 

  ③ ８月の主な行事予定について 

   ・資料に基づき説明 

 

  ④ 次回の教育委員会の開催日時 

   ・８月定例会  22日（木）14：00～ 川西庁舎 第１研修室 

 

 

----------議案第４号 令和２年度小中学校教科用図書採択について（秘密会）---------- 

（十日町市教育委員会会議規則第３０条の規定により秘密会の議事は、会議録に記載しない） 

 

以上で、15時20分に蔵品教育長が閉会を宣言した。 
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以上の会議録に誤りがないことを認め、ここに署名する。  

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会 議 書 記  


